
 

 

 

 

 

 

 

 

「誠之人道」の精神とは 

副校長  吉澤 哲則 

令和7年度が始まって1か月が経とうとしています。新しい学級、新しい担任となり、子

供たちも環境の大きな変化がありましたが、お子さんの様子はいかがでしょうか。人間は

新しい環境になるとその環境に順応しようとして様々な心や行動の変化を起こすもので

す。これがうまくいくかどうかによって、これからの学校生活が楽しくなるかどうかが決

まってくるといっても過言ではありません。私は「環境の変化に適応する」ということ

は、「よりよい人間関係を築く」ということだと思います。では、よりよい人間関係を築

くためには、どのようなことが必要なのでしょうか。私は大きく６つあると思います。 

①相手の立場になって考えること     ②思いやりの心をもつこと 

③相手の良さを見つけること       ④見返りを求める行動をしないこと 

⑤自分から積極的に話すこと       ⑥ありがとう、ごめんなさいが言えること 

自分と他者は、育ってきた環境も考え方も違います。違うから溝が生まれ、その溝を埋

めることができないとよりよい人間関係とはならないのだと思います。上記の6つは、そ

の相違を埋めるための方法です。相手の立場になって物事を考えることは、相手を尊重す

ることに繋がります。また、「思いやりの心」とは「優しさ」のことです。私は「優秀な

人間」とは、「優しさに秀でている人間」だと思います。さらに相手の長所を見つけるこ

とができる人は、自分に余裕がある人です。自分の行動に見返りを求めない人は、相手か

ら信頼されます。積極的に話すことで相手を理解することもできるし、うれしかった時、

間違えてしまった時に、それを言葉で表現できる人は、相手から信用されます。 

本校の校是は「誠之人道」です。「誠は天の道なり。これを誠にするは人の道なり。誠

は勉めずして中り、思わずして得、従容として 道に中る。聖人なり。これを誠にするは

善を択んでこれを固執する者なり。 （『中庸』より）」とありますが、「誠」という言葉の

意味は、「嘘や偽りがなく、真面目に物事に取り組む心」とあります。そう考えると、よ

りよい人間関係を築くには、上の６つのことに「真面目に取り組む」ことではないかと思

います。 

今年度１５０周年を迎える誠之小学校。校名の由来を考えて、そのような人間になれる

ように学校全体で取り組んでいきたいと思います。今後とも学校へのご理解、ご支援をお

願いします。 
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